
 肝
臓
病
の
検
査
に
つ
い
て 

は
じ
め
に
：
慢
性
肝
疾
患
で
は
定
期
的
な
検
査
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
定
期
的
な
検
査
に
よ
っ
て
、
早
期
に
肝

細
胞
癌
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
治
療
に
つ
な
が
り
、
予
後

改
善
効
果
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
よ
く

施
行
さ
れ
る
画
像
検
査
を
中
心
に
解
説
し
ま
す
。 

腹
部
超
音
波
検
査 

最
も
簡
便
な
検
査
で
す
。
超
音
波
を
使
用
し
て
肝
臓
等

を
観
察
し
ま
す
。
身
体
へ
の
侵
襲
性
が
少
な
い
安
全
性

が
高
い
検
査
で
あ
る
た
め
、
頻
回
に
検
査
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
肝
臓
癌
の
早
期
発
見
へ
と
繋
が
り
ま

す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
骨
や
体
型
に
よ
り
死
角

が
発
生
す
る
た
め
、
超
音
波
検
査
で
は
見
え
づ
ら
い
箇

所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、CT

検
査
、M

RI

検
査
等

の
他
の
画
像
検
査
を
併
用
し
ま
す
。
造
影
超
音
波
検
査
で

は
超
音
波
用
の
安
全
性
の
高
い
造
影
剤
を
使
用
し
ま
す
。

腫
瘤
の
血
流
パ
タ
ー
ン
や
造
影
剤
の
取
り
込
み
の
周
囲

と
の
違
い
に
よ
り
、
よ
り
詳
し
い
診
断
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
他
に
超
音
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
と
い
う
超
音

波
検
査
が
あ
り
、
特
殊
な
音
波
を
使
用
す
る
事
で
、
肝

臓
の
硬
さ
の
指
標
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

C
T

検
査 

CT

検
査
で
は
、身
体
を
全
方
向
か
ら
Ｘ
線
に
よ
り
撮
影

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
て
断
面
像
を
作
成
し
ま
す
。
超

音
波
検
査
法
と
比
較
し
て
死
角
が
少
な
く
、
よ
り
客
観
的

に
観
察
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、M

RI

と
比
較

し
て
短
時
間
で
撮
影
可
能
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
Ｘ
線
を

使
用
す
る
こ
と
で
す
。CT

検
査
で
は
造
影
剤
を
使
用
す

る
事
で
、
よ
り
正
確
な
診
断
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
ヨ
ー
ド
ア
レ
ル
ギ
ー
、
腎
機
能
低
下
な
どCT

用
の
造

影
剤
が
使
用
で
き
な
い
方
が
お
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

画
像
は
血
管
や
腫
瘍
を
三
次
元
画
像
に
再
構
築
出
来
、
位

置
関
係
な
ど
の
把
握
に
有
用
で
す
。 

M
R

I

検
査 
M
RI

検
査
で
は
、
磁
気
を
利
用
し
た
画
像
に
よ
り
人
体

の
断
面
像
を
作
成
し
ま
す
。M

RI

用
の
鉄
剤
を
含
む
造
影

剤
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
肝
臓
の
腫
瘍
の
良
悪
性
の
鑑
別

診
断
に
も
役
立
ち
ま
す
。
鉄
は
正
常
肝
で
は
組
織
中
の
ク

ッ
パ
ー
細
胞
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
が
、
悪
性
腫
瘍
内
で
は

ク
ッ
パ
ー
細
胞
が
少
な
く
鉄
の
取
り
込
み
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
原
理
を
腫
瘍
の
良
悪
性
の
鑑
別
診
断
に
利

用
し
ま
す
。
副
作
用
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
磁
気

を
利
用
す
る
為
に
、
身
体
の
中
に
金
属
が
埋
め
込
ま
れ
て

い
る
場
合
は
、M

RI

は
出
来
ま
せ
ん
。
例
え
ば
心
臓
の
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
、
脳
動
脈
ク
リ
ッ
プ
な
ど
で
す
。 

血
管
造
影
検
査 

肝
動
脈
か
ら
造
影
剤
を
注
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
肝
臓

や
周
辺
の
血
管
の
血
流
状
態
を
観
察
す
る
検
査
で
す
。
肝

臓
癌
の
診
断
と
治
療
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
肝
臓
癌
は
血
流

が
豊
富
な
腫
瘍
で
あ
り
、
血
管
造
影
とCT

検
査
の
組
み

合
わ
せ
よ
り
、
肝
臓
癌
が
よ
り
鋭
敏
に
描
出
さ
れ
ま
す
。

抗
が
ん
剤
や
塞
栓
物
質
を
注
入
す
る
な
ど
治
療
に
も
利
用

さ
れ
ま
す
。 

肝
生
検 

肝
臓
の
組
織
の
一
部
を
取
っ
て
、
顕
微
鏡
下
に
病
理
組
織

を
見
る
検
査
で
す
。
肝
臓
病
の
診
断
の
最
も
信
頼
性
の
高

い
基
準
と
な
る
検
査
で
す
。
腫
瘍
の
良
悪
性
の
鑑
別
が
必

要
な
方
、
特
殊
な
肝
炎
な
ど
、
必
要
な
場
合
に
応
じ
て
検

査
し
ま
す
。 

ま
と
め 

B

型
肝
炎
、C

型
肝
炎
、
肝
硬
変
が
あ
る
場
合
は
、
定
期

的
に
検
査
を
す
る
事
が
大
切
で
す
。定
期
的
な
検
査
が
、肝

癌
の
早
期
発
見
お
よ
び
治
療
に
繋
が
り
ま
す
。 
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